	14  質問ピンポンALT
Recommended


	項目:
	文法（疑問文）

	時間:
	20分以上

	材料:
	· 紙


	流れ:
	１．生徒を３人組にする。２人の生徒をプレーヤーにして、１人を審判にする。全員の生徒に５分間与えて、Yes/No の疑問文を20文、用意させる。
Ex. Were you late for school today?
Did you eat breakfast this morning?
Do you have a pet?

２．５分経過したところで、生徒は立って、質問を始める。
　　１人の生徒が質問をして、もう１人の生徒は素早く、Yes/No で答えてから、相手に自分の用意した質問をする。審判は机にペンや鉛筆を当ててリズムをとり、残りの生徒は同じリズムで会話する。

３．審判は同時に、２人の会話を聞いて、間違いを観察することで勝者を決める。審判が、間違いを発見したときは、会話を止めて、間違いを言い直させる。プレーヤー自身が自分の間違いに気付いた場合は、２人で最初からやり直す。
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４. ゲームが終了したら、審判役の生徒がプレーヤーになるため、役割交代をする。


	その他の方法:
	ゲームを簡単にするには、質問の数を減らすか、疑問文を用意する時間を増やすと良い。新しいグループにして、審判の役割を交代させるとよい。

	留意点:
	スピード感が必要なゲームである。



参考：Game idea from Betty Azar’s Expansion Activities (www.azargrammar.com)

